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空う
つ
ぎ木
岳
（
２
８
６

４
ｍ
）
は
木
曽
山
脈

の
主
峰
の
一
座
で
あ

り
、
凛
と
し
た
稜
線

の
静
謐
さ
に
心
が
整

う
。
山
の
名
の
由
来
は
樹
木
の
空

洞
「
ウ
ツ
ギ
」
で
あ
る
と
い
う
。

山
頂
付
近
の
空
木
平
に
は
高
山
植

物
が
咲
き
誇
り
、
か
つ
て
は
雷
鳥

の
姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。
高
低
差

２
０
０
０
ｍ
に
及
ぶ
登
山
道
は
変

化
に
富
み
、
そ
の
終
劇
を
飾
る
空

木
平
の
光
景
は
、
登
山
者
に
深
甚

な
感
動
を
与
え
て
き
た
▼
と
こ
ろ

で
木
曽
山
系
に
お
い
て
、
雷
鳥
は

長
い
間
「
絶
滅
し
た
」
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
２
０
１
８

年
に
１
羽
の
雌
個
体
が
登
山
者
に

よ
り
目
撃
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
実
態
調
査
や
積
極
的
な
保
護

活
動
が
進
み
、
放
鳥
活
動
な
ど
の

成
果
も
あ
り
、
２
０
２
５
年
６
月

の
時
点
で
は
、
約
１
９
０
羽
の
生

存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活

動
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
敬
意
を
払
い

た
い
▼
空
木
平
避
難
小
屋
の
長
い

夜
、
凍
て
つ
く
寒
さ
に
命
の
危
険

を
感
じ
な
が
ら
、
遠
く
に
聞
こ
え

る
雷
鳥
の
声
に
励
ま
さ
れ
た
。
山

道
を
下
り
な
が
ら
、
今
な
お
猛
威

を
振
る
う
新
興
感
染
症
、
そ
し
て

災
害
な
ど
に
お
け
る
地
域
医
療
体

制
の
脆
弱
さ
に
つ
い
て
、
思
い
を

は
せ
る
。
今
、
積
極
的
な
財
政
投

入
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
地
域
医
療

の
存
続
が
困
難
な
地
域
が
多
く
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
▼

医
療
に
携
わ
る
も
の
に
と
っ
て
、

命
を
守
る
の
み
な
ら
ず
、
命
を
宿

す
人
へ
敬
意
を
払
い
、
そ
の
人
の

尊
厳
を
守
り
抜
く
こ
と
も
大
切
な

任
務
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
医
療

政
策
の
推
進
に
あ
た
り
、
環
境
保

全
へ
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
い
。
豊
潤
な
生
命
を
宿
す

「
ウ
ツ
ギ
」
の
よ
う
な
地
域
社

会
、
そ
の
灯
が
次
世
代
に
も
引
き

継
が
れ
る
よ
う
、
決
意
を
新
た
に

今
日
も
診
療
に
向
か
う
。 

（
眞
）
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国会要請行動で歯科署名提出 ２面

６面

医療DXに関する意識調査結果
「医療DX『負担に感じる』９割」 ３面

研
面
究 保険診療のてびき
「認知症診療の実際とアプローチ」

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、
全
日

本
民
医
連
近
畿
地
方
協
議
会
、
社

会
保
障
推
進
協
議
会
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
が
賛
同
し
て
開
催
し
た
も
の
。

兵
庫
協
会
か
ら
は
西
山
裕
康
理
事

長
、
武
村
義
人
・
近
重
民
雄
・
川

村
雅
之
・
白
岩
一
心
各
副
理
事

長
、
大
澤
芳
清
理
事
、
松
岡
泰
夫

評
議
員
、
川
西
敏
雄
参
与
、
森
本

愛
薬
科
部
世
話
人
ら
32
人
が
参

加
。

　

西
山
理
事
長
が
基
調
報
告
に
立

ち
、
医
療
機
関
は
診
療
所
の
４
割

・
病
院
の
６
割
が
赤
字
で
あ
り
、

大
学
病
院
・
自
治
体
病
院
も
大
幅

な
赤
字
に
苦
し
む
な
ど
、
地
域
医

療
が
崩
壊
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
個
別
で
は
な
く
全
体

の
構
造
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
。

　

原
因
は
長
年
の
医
療
費
抑
制
に

物
価
高
や
人
件
費
増
が
加
わ
っ
た

こ
と
で
あ
り
、
国
に
は
国
民
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
医
療
機
関
の

経
営
を
支
え
る
責
務
が
あ
り
、
緊

急
的
な
財
政
措
置
と
診
療
報
酬
の

大
幅
増
加
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え

た
。

　

ま
た
、
政
府
が
医
療
費
抑
制
の

た
め
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
、

医
師
数
抑
制
や
ベ
ッ
ド
削
減
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
な
ど
の

患
者
負
担
増
計
画
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の

推
進
の
問
題
点
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘

し
た
。
財
源
が
な
い
と
し
て
医
療

費
が
抑
制
さ
れ
る
一
方
で
、
防
衛

費
は
こ
の
５
年
間
で
急
激
に
伸
び

て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
指
摘
し
、

世
代
間
対
立
を
煽
る
論
に
乗
ら

ず
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
み

な
で
力
を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
ろ
う

と
呼
び
か
け
た
。

　

特
別
企
画
「
若
い
人
た
ち
と
共

に
考
え
る
社
会
保
障
」
で
は
、
長

友
薫
輝
氏
（
佛
教
大
学
社
会
福
祉

学
部
准
教
授
）
が
、
ゼ
ミ
生
と
と

も
に
登
壇
し
、
学
生
か
ら
の
質
問

に
答
え
る
形
で
、「
高
齢
者
優

遇
」「
現
役
世
代
負
担
軽
減
」
と

い
う
与
党
や
一
部
野
党
の
主
張

は
、
現
役
と
高
齢
期
と
い
う
世
代

間
の
分
断
・
対
立
を
煽
り
、
本
来

必
要
な
社
会
保
障
費
の
増
額
等
の

議
論
が
浮
上
し
な
い
よ
う
に
す
る

も
の
だ
と
解
説
。

　

社
会
保
障
は
税
と
共
に
所
得
再

分
配
機
能
を
担
っ
て
い
る
が
、
こ

の
間
の
自
己
負
担
増
や
給
付
抑
制

に
よ
り
こ
の
機
能
が
低
下
し
て
お

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
こ
の
機

能
強
化
が
重
要
と
し
た
。
ま
た
、

生
活
保
護
減
額
を
違
法
と
し
た
最

高
裁
判
決
後
も
国
が
減
額
を
取
り

消
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

日
本
に
も
、
独
立
し
て
政
府
の
人

権
保
障
を
監
視
す
る
国
内
人
権
機

関
設
置
が
必
要
と
し
た
。

　

そ
し
て
政
策
は
自
然
現
象
で
な

く
、
理
不
尽
な
政
策
を
改
善
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
と
強
調
し
、

人
権
保
障
の
水
準
を
引
き
上
げ
る

た
め
に
、
行
動
を
し
て
い
こ
う
と

訴
え
た
。

　

各
地
か
ら
の
参
加
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
滋
賀
県
の
県
立
病
院
を
守
る

取
り
組
み
、
京
都
府
丹
後
地
域
の

入
院
で
き
な
い
現
状
、
大
阪
府
の

近
大
病
院
移
転
問
題
と
南
河
内
の

医
療
の
現
状
を
報
告
し
た
。

780筆 を提出780筆 を提出

 現在、署名数は 1363筆 に！ 現在、署名数は 1363筆 に！

10月30日に

【オンライン署名は
　こちらから　 】

「緊急財政措置と診療報酬の
 大幅引き上げを求める」医　　師歯科医師署名

紙の署名用紙のご注文は、☎078－393－1807まで

署名がまだの方は今すぐご協力をお願いします!署名がまだの方は今すぐご協力をお願いします!

　開業医に加え、神戸大学や兵庫医科大学、県
立病院をはじめ多数の病院勤務の医師・歯科医
師からも次々と署名が寄せられている。
　署名は12月４日に政府・国会議員に提出予
定。これが最後の提出となる。まだの方は右の
二次元コードから簡単に署名いただけるので、
ぜひご協力いただきたい。

大阪でオール近畿アクション2025

　今こそ、医療・介護現場で安心して働き続けられるよ
う診療報酬・介護報酬の大幅な引き上げを――。11月１
日に、大阪・難波御堂筋ホールで「オール近畿アクショ
ン2025」が開催され、近畿各府県から会場いっぱいの
350人が参加。「世代間対立を超えて、国に生存権と社会
保障の充実を求めていく」「『STOP命を奪う政治』『武
器より社会保障』の世論を大きくしていく」とするアピ
ールを拍手で承認し、終了後は大阪の御堂筋で通行する
人々にプラカードなどを掲げアピールした。

御堂筋でアピールする兵庫協会からの参加者
（上）、学生とやりとりしながら社会保障改善
の必要性を解説した長友准教授（下写真左）　

発
言
者
か
ら
の
「
が
ん
ば
ろ
う
」

と
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
参
加
者

（
上
）、
基
調
報
告
で
医
療
機
関
の

窮
状
を
知
ら
せ
、
行
動
を
呼
び
か

け
た
西
山
理
事
長
（
右
）　
　
　

STOSTOPP！！
命を奪う政治命を奪う政治

テーマ①「当院／私の大ニュース」
　日々の生活や社会情勢が変化する中で、クリニックの、あるい
は先生ご自身の“大ニュース”をぜひ教えていただければと思い
ます。

テーマ②「東日本大震災・福島第一原発事故15年を前に」
　2011年３月11日の東日本大震災と福島第一原発事故から、来年
で15年。この15年を振り返って感じる現在の思いなどを、ぜひお
聞かせください。

テーマ③自由題
字　数　600字程度　　締　切　12月８日（月）協会必着
応募方法　E-mail：hhkssk1

（イチ）
@gmail.com

　　　　　FAX：078－393－1820

お問い合わせは、☎078－393－1807 小西・呉（ゴ）まで

『兵庫保険医新聞』新年特集号投稿募集！『兵庫保険医新聞』新年特集号投稿募集！

　

兵
庫
協
会
は
10
月
30
日
に
実
施
し
た

中
央
要
請
行
動
で
、「
緊
急
財
政
措
置

と
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
」

医
師
・
歯
科
医
師
署
名
の
う
ち
、
７
８

０
筆
を
首
相
・
厚
労
相
・
財
務
相
・
国

会
議
員
へ
提
出
し
た
。

　

同
日
に
は
国
会
近
く
で
「
地
域
医
療

を
ま
も
ろ
う
！
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き

上
げ
を
求
め
る
大
集
会
」
が
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
さ
れ
、
約
５
３
０
人

（
現
地
参
加
２
０
０
人
）
が
参
加
。
自

民
、
立
憲
、
国
民
、
共
産
、
有
志
・
改

革
の
会
な
ど
11
人
の
国
会
議
員
が
駆
け

つ
け
「
医
療
機
関
の
経
営
改
善
の
た
め

の
財
政
措
置
」「
低
診
療
報
酬
の
改

善
」
の
た
め
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

同
署
名
は
11
／
９
現
在

ま
で
に
、
１
３
６
３
筆

が
、
切
実
な
声
と
と
も
に

協
会
へ
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
協
会
は
さ
ら
に
多
く

の
署
名
と
声
を
集
め
て
、

12
月
４
日
に
提
出
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

12／4
提出予定

▲提出した署名用紙
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10
月
25
日
、
京
都
府
宇
治
市
内

で
開
か
れ
た
「
詩
人
尹ユ

ン

東ド
ン

柱ジ
ュ

記
憶

と
和
解
の
碑
」
建
立
８
周
年
の
つ

ど
い
で
、
水
間
美
宏
・
国
際
部
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
水
間
部

長
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

　

２
０
２
５
年
10
月
25
日
「
詩
人

尹
東
柱
記
憶
と
和
解
の
碑
」
建
立

８
周
年
の
つ
ど
い
で
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。

　

私
が
韓
国
語
を
習
っ
て
い
る
先

生
は
「
尹
東
柱
の
詩
は
教
科
書
に

も
載
っ
て
い
て
、
韓
国
人
は
み
ん

な
知
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

尹
東
柱
は
１
９
１
７
年
生
ま

れ
、
１
９
４
１
年
に
ソ
ウ
ル
の
現

延
世
大
学
を
卒
業
し
、
１
９
４
２

年
に
は
同
志
社
大
学
で
文
学
を
学

び
、
当
時
禁
止
さ
れ
て
い
た
ハ
ン

グ
ル
で
詩
も
書
き
ま
し
た
。
１
９

４
３
年
７
月
、
治
安
維
持
法
違
反

で
投
獄
さ
れ
、
１
９
４
５
年
２

月
、
半
年
後
の
朝
鮮
独
立
を
前
に

都
」
の
ツ
ア
ー
で
碑
を
初
め
て
訪

れ
、
ハ
ン
グ
ル
と
日
本
語
の
詩
集

を
買
い
、
ハ
ン
グ
ル
で
読
む
た
め

韓
国
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
ま
し

た
。

　

２
０
２
０
年
に
韓
国
で
最
初
の

コ
ロ
ナ
が
大
邱
で
発
生
し
、
約
２

カ
月
で
１
回
目
の
流
行
を
抑
え
込

み
世
界
中
か
ら
大
邱
に
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
中
、
日
本
か
ら
は
問
い

合
わ
せ
が
な
い
と
の
新
聞
記
事
を

読
み
ま
し
た
。
兵
庫
協
会
は
大
邱

市
医
師
会
に
連
絡
し
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
し
ま

し
た
。
私
は
習
い
始
め
た
韓
国
語

で
な
ん
と
か
進
行
役
を
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
４
年
コ
ロ
ナ
収
束
後
に

韓
国
へ
行
き
、
大
邱
市
医
師
会
の

手
厚
い
も
て
な
し
を
う
け
、
日
韓

の
医
療
交
流
を
し
ま
し
た
。
こ
の

時
同
行
し
て
く
れ
た
在
日
韓
国
人

も
尹
東
柱
の
詩
が
大
好
き
だ
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
９
月
に
は
大
邱
市

医
師
会
の
学
術
大
会
に
招
待
さ
れ

講
演
し
ま
し
た
。
私
は
医
師
会
の

案
内
で
、
大
邱
出
身
の
詩
人
、
李

相
和
や
李
陸
史
の
記
念
館
に
も
行

き
ま
し
た
。
前
年
、
尹
東
柱
ゆ
か

り
の
延
世
大
学
に
行
っ
た
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
案
内
の
ひ
と
り
の
女

性
は
「
一
番
好
き
な
の
は
尹
東

柱
」
と
小
声
で
言
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
記
念
碑
建
立
委
員
会
の

事
務
局
長
が
大
邱
訪
問
の
記
事
が

載
っ
た
兵
庫
保
険
医
新
聞
を
読
ん

だ
こ
と
で
、
あ
い
さ
つ
を
頼
ま
れ

ま
し
た
。
ほ
か
に
大
韓
民
国
総
領

事
館
領
事
と
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

牧
師
が
挨
拶
し
、
ハ
ン
グ
ル
と
日

本
語
で
の
詩
の
朗
読
が
あ
り
、
全

員
で
も
朗
読
を
し
て
終
わ
り
ま
し

た
。

27
歳
で
獄
死
し
ま

し
た
。

　

逮
捕
の
直
前
に

同
志
社
の
友
人
と

ハ
イ
キ
ン
グ
を
し

た
宇
治
川
に
、
２

０
１
７
年
、「
詩

人
尹
東
柱　

記
憶

と
和
解
の
碑
」
が

建
立
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
２
０
１

９
年
の
「
反
核
医

師
の
つ
ど
い
in
京

報

告

尹東柱詩人、
そして韓国との医療交流

「詩人尹東柱 記憶と和解の碑」建立８周年のつどい

国際部長　　水間　美宏

宇
治
市
に
あ
る
「
詩
人
尹
東
柱
記
憶
と
和
解
の
碑
」

前
で
あ
い
さ
つ
す
る
水
間
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

療
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師

・
歯
科
医
師
署
名
７
８
０
筆
を
、

首
相
・
厚
労
相
・
財
務
相
・
国
会

議
員
に
届
け
る
と
と
も
に
（
１
面

報
道
）、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

３
議
員
と
面
談

署
名
を
提
出

　

当
日
は
、
緊
急
財
政
措
置
＆
診

医
療
の
実
現
を
」
求
め
る
署
名
１

５
３
９
筆
（
総
数
６
１
４
２
筆
）

を
提
出
し
た
。

　

当
日
は
辰
巳
孝
太
郎
・
堀
川
朗

子
各
衆
議
院
議
員
・
大
門
実
紀
史

参
議
院
議
員
（
い
ず
れ
も
共
産
）

の
３
議
員
が
面
談
に
応
じ
た
。

　

辰
巳
議
員
は
、「
高
市
新
首
相

は
、
所
信
表
明
演
説
で
『
赤
字
に

苦
し
む
医
療
機
関
や
介
護
施
設
へ

の
対
応
は
待
っ
た
な
し
』
と
し
た

が
、
維
新
と
の
４
兆
円
の
医
療
費

削
減
合
意
は
看
過
し
難
い
。
先
生

方
の
ご
意
見
は
受
け
止
め
た
」
と

し
、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」

署
名
の
紹
介
議
員
を
引
き
受
け
、

「
皆
さ
ん
の
声
を
国
会
に
届
け

る
」
と
応
じ
た
。

　

堀
川
議
員
は
、
低
診
療
報
酬
と

物
価
高
騰
で
苦
し
む
医
師
・
歯
科

医
師
か
ら
の
声
を
受
け
、「
皆
さ

ん
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
深
刻
な
声

が
全
国
の
医
療
機
関
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
他
党
と
連
携
し
な
が

ら
深
刻
な
実
態
を
国
に
届
け
、
医

療
が
継
続
で
き
る
よ
う
一
緒
に
が

ん
ば
り
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

大
門
議
員
は
「
自
維
政
権
は
大

軍
拡
の
も
と
で
医
療
費
の
大
幅
削

減
を
目
論
ん
で
い
る
。
医
療
関
係

者
と
力
を
合
わ
せ
て
阻
止
し
た

い
」
と
し
た
。

総
枠
拡
大
で
切
り
拓
く
！

歯
科
決
起
集
会

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」

全
国
連
絡
会
が
「
歯
科
の
未
来
を

総
枠
拡
大
で
切
り
拓
く
！
歯
科
決

起
集
会
」
を
、
星
稜
会
館
を
ホ
ス

ト
会
場
と
し
て
開
催
。
全
国
１
１

６
会
場
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
つ
な
ぎ
約
５
３
２
人

（
現
地
参
加
３
０
０
人
）
が
参
加

し
た
。

　

兵
庫
か
ら
参
加
し
た
小
寺
評
議

員
が
発
言
。「
物
価
が
高
騰
す
る

も
と
、
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
る

未
受
診
が
広
が
り
、
受
診
抑
制
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
患
者
窓
口
負

担
の
引
き
下
げ
は
急
務
。
ま
た
、

医
療
機
関
に
対
し
て
は
消
費
税
の

ゼ
ロ
税
率
適
用
が
急
が
れ
る
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
自
民
、
立
憲
、
国
民
、

共
産
、
有
志
・
改
革
の
会
な
ど
12

人
の
国
会
議
員
が
集
会
に
駆
け
つ

け
、「
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
の
啓

蒙
」「
低
歯
科
診
療
報
酬
の
改

善
」
の
た
め
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
歯
科
署
名
の
紹
介
議
員
を
引
き

受
け
た
11
議
員
】

・
井
坂
信
彦
・
桜
井
周
・
橋
本
慧

悟
（
立
憲
）・
辰
巳
孝
太
郎
・
堀

川
朗
子
（
共
産
）・
大
石
あ
き
こ

・
舩
後
靖
彦
（
れ
い
わ
）
各
衆
議

院
議
員

・
大
門
み
き
し
・
倉
林
明
子
・
山

下
よ
し
き
（
共
産
）・
福
島
み
ず

ほ
（
社
民
）
各
参
議
院
議
員

（
前
国
会
で
提
出
し
た
も
の
も
あ

る
た
め
、
元
議
員
も
含
む
）

10・30国会要請行動

““診療報酬引き上げしかない診療報酬引き上げしかない””
“「“「保険でより良い歯科保険でより良い歯科」」をを””  

深
刻
な
受
診
抑
制
の
実
態
を
知
ら
せ
、

窓
口
負
担
引
き
下
げ
の
必
要
性
を
訴
え

る
小
寺
評
議
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

署
名
を
受
け
取
る
辰
巳
孝
太
郎
（
①
右
２
人
目
）・
堀
川
朗
子
（
②
右
２
人
目
）
各
衆
議
院
議
員
、

大
門
実
紀
史
（
③
右
）
参
議
院
議
員
（
い
ず
れ
も
共
産
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

●①

●②

●③

反核医師の会が抗議声明

 高市総理にも行動求める

トランプ米大統領の核実験指示に抗議

　

協
会
が
運
営
に
協
力
す
る
「
核

戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の

会
（
略
称
・
反
核
医
師
の
会
）」

は
11
月
５
日
、
ト
ラ
ン
プ
米
国
大

統
領
が
核
実
験
を
直
ち
に
開
始
す

る
よ
う
指
示
し
た
と
表
明
し
た
こ

と
を
受
け
、
以
下
の
抗
議
声
明
を

発
表
し
た
。
ま
た
、
高
市
総
理
に

対
し
て
も
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
の
政
府
と
し
て
、
ま

た
被
爆
者
の
苦
難
を
知
る
国
民
の

代
表
と
し
て
、
米
国
政
府
に
対
し

毅
然
と
し
た
抗
議
の
意
思
を
表
明

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
声
明
を

送
付
し
た
。

　

貴
殿
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
で
核

実
験
を
直
ち
に
開
始
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
ロ

シ
ア
や
中
国
な
ど
他
の
核
保
有
国

で
の
核
実
験
が
進
ん
で
お
り
、
５

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ
の

抗
議
声
明
全
文　
　
　

年
以
内
に
核
戦
力
が
米
国
に
追
い

つ
く
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。

２
０
２
３
年
５
月
に
広
島
で
実
施

し
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
し
た

「
核
軍
縮
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、「
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
実
験

的
爆
発
又
は
他
の
核
爆
発
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
」
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
今
回
の
核
実
験
指
示
は

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
逆
行
し
、
広
島

・
長
崎
を
は
じ
め
と
し
た
被
爆
者

へ
の
重
大
な
裏
切
り
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
が
定
め
る
核
軍
縮
義
務
に
も

反
し
て
お
り
、
核
軍
拡
競
争
を
加

速
さ
せ
る
危
険
な
動
き
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
世
界
中
の
医
師

た
ち
と
と
も
に
、
核
兵
器
を
「
人

類
を
滅
亡
さ
せ
る
兵
器
」「
地
球

を
破
壊
す
る
兵
器
」
と
位
置
づ

け
、
そ
の
全
廃
を
求
め
て
き
た
。

80
年
前
に
貴
国
が
広
島
・
長
崎
に

投
下
し
た
原
子
爆
弾
が
、
未
曾
有

の
惨
禍
を
も
た
ら
し
、
今
な
お
被

爆
者
に
、
救
い
が
た
い
健
康
被
害

と
苦
痛
を
も
た
ら
し
て
い
る
現
状

を
直
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
１
月
に
発

効
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核

兵
器
の
開
発
、
実
験
、
保
有
、
使

用
、
威
嚇
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
活
動

を
禁
止
し
て
お
り
、
90
を
超
え
る

国
々
が
署
名
・
締
約
・
参
加
し
て

い
る
。
日
本
の
被
爆
者
の
み
な
ら

ず
世
界
中
が
核
保
有
国
に
核
廃
絶

を
要
求
し
続
け
て
お
り
、
こ
の
声

に
背
を
向
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
爆
発
を
伴
わ
な

い
未
臨
界
核
実
験
で
あ
れ
、
い
っ

さ
い
の
核
兵
器
実
験
・
開
発
計
画

を
即
時
中
止
す
る
と
と
も
に
、
貴

国
を
は
じ
め
と
し
た
核
保
有
国
に

は
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
批
准
な

ど
、
核
兵
器
を
世
界
か
ら
無
く
す

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
こ

と
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

保
団
連
・
協
会
は
10
月
30
日
、
医
療
機
関
へ
の
緊
急
財
政
措
置
・

診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
、「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
」
求
め
る
署
名
の
提
出
の
た

め
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
（
関
連
１
面
）。
兵
庫
協
会
か
ら
、
川

村
雅
之
副
理
事
長
、
小
寺
修
評
議
員
、
川
西
敏
雄
参
与
、「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
か
ら
、
雨
松
眞
希
人
・
歯
科

技
工
士
（
同
全
国
連
絡
会
会
長
）
が
参
加
し
た
。
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コ
ス
ト
高
や
技
術
的
対
応
に
不
安
の
声

コ
ス
ト
高
や
技
術
的
対
応
に
不
安
の
声

医
療
Ｄ
Ｘ

医
療
Ｄ
Ｘ
「「
負
担
に
感
じ
る

負
担
に
感
じ
る
」」
９
割
９
割

　

政
策
部
は
、
国
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
推
進
方
針
が
医
療
現
場
に
与
え

る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
会
員
医
療
機
関
を
対
象
に
意
識
調
査
を

実
施
し
た
。
調
査
は
９
月
５
日
か
ら
９
月
30
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

３
２
３
件
（
回
収
率
５
・
３
％
）
の
回
答
を
得
た
。

「
廃
業
を
検
討｣

３
割

経
営
へ
の
影
響
が
深
刻

　

調
査
の
結
果
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
が

診
療
継
続
に
影
響
す
る
」
と
答
え

た
医
療
機
関
は
全
体
の
９
割
に
達

し
た
。「
少
し
負
担
だ
が
対
応
可

能
」
が
58
・
２
％
、「
大
き
な
負

担
で
、
閉
院
・
廃
業
も
検
討
せ
ざ

る
を
得
な
い
」
が
30
・
３
％
、

「
影
響
は
な
い
」
は
わ
ず
か
10
・

８
％
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
１
）。

　

と
り
わ
け
60
代
以
上
の
層
で
廃

業
を
検
討
す
る
と
答
え
た
割
合
が

高
く
、
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
「
Ｄ

Ｘ
対
応
の
重
荷
」
を
感
じ
る
傾
向

が
明
確
に
表
れ
た
（
図
２
）。

　

不
安
要
因
と
し
て
は
「
導
入
コ

ス
ト
や
維
持
費
」（
78
・
３
％
）、

「
シ
ス
テ
ム
障
害
」（
74
・
０

％
）、「
操
作
習
得
・
人
材
確
保
」

（
56
・
３
％
）
が
上
位
を
占
め
、

経
営
面
と
技
術
面
の
双
方
で
大
き

な
負
担
感
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

（
図
３
）。

経
営
負
担
・
制
度
不
信
・

高
齢
化
が
壁
に

　

自
由
記
述
で
は
、
医
療
機
関
が

抱
え
る
困
難
が
よ
り
具
体
的
に
示

さ
れ
た
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
経

営
負
担
に
関
す
る
意
見
で
、「
補

助
金
で
は
到
底
足
り
な
い
」「
診

療
報
酬
が
据
え
置
き
の
ま
ま
で
は

導
入
で
き
な
い
」
と
の
声
が
相
次

助
額
が
あ
ま
り
に
乏
し
い
と
い
う

指
摘
が
多
い
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
障
害
へ
の
懸

念
や
、
技
術
支
援
の
不
足
も
深
刻

で
あ
る
。「
導
入
前
に
比
較
検
討

す
る
知
識
が
な
い
」「
相
談
で
き

る
専
門
人
材
が
い
な
い
」
と
の
声

が
多
く
、
現
場
は
孤
立
し
た
ま
ま

Ｄ
Ｘ
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
高
齢
の
開
業
医
か
ら
は

「
あ
と
数
年
で
引
退
予
定
な
の
に

投
資
を
回
収
で
き
な
い
」「
電
子

カ
ル
テ
義
務
化
の
時
点
で
閉
院
予

定
」
と
い
っ
た
現
実
的
な
悩
み
が

寄
せ
ら
れ
た
。
紙
カ
ル
テ
を
使
い

続
け
る
医
療
機
関
か
ら
は
「
対
面

診
療
で
は
画
面
よ
り
患
者
を
見
た

い
」「
紙
で
十
分
」
と
い
っ
た
診

療
哲
学
に
関
す
る
意
見
も
多
く
、

単
に
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
」
と

は
片
付
け
ら
れ
な
い
構
造
的
課
題

が
見
え
る
。

電
子
処
方
箋
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ

に
は
慎
重
姿
勢
が
多
数

　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
各
制
度
へ
の
認
識

・
評
価
も
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
電
子

カ
ル
テ
の
標
準
化
は
89
・
８
％
が

認
知
し
て
お
り
、「
必
要
」
と
す

る
意
見
が
32
・
５
％
、「
不
要
」

28
・
５
％
、「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
34
・
１
％
と
賛
否
が
分
か
れ

た
（
図
４
）。
肯
定
的
な
意
見
は

「
情
報
共
有
や
医
療
安
全
の
向
上

に
つ
な
が
る
」
と
し
た
一
方
、
否

定
的
な
回
答
で
は
「
入
力
項
目
の

制
限
で
診
療
が
硬
直
化
す
る
」

「
費
用
負
担
が
大
き
い
」
と
の
懸

念
が
目
立
っ
た
。

　

医
療
情
報
共
有
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
＝
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
レ
コ
ー

ド
）
に
つ
い
て
は
、
認
知
70
・
６

％
と
比
較
的
高
い
が
、「
必
要
」

と
し
た
の
は
22
・
０
％
に
と
ど
ま

り
、「
情
報
漏
洩
が
心
配
」「
運
用

負
担
が
増
え
る
」
と
の
意
見
が
多

い
（
図
５
）。

　

診
療
報
酬
Ｄ
Ｘ
（
請
求
・
審
査

の
電
子
化
）
に
つ
い
て
は
認
知
81

・
２
％
、
必
要
31
・
３
％
、
不
要

15
・
２
％
で
、
事
務
効
率
化
へ
の

期
待
と
と
も
に
、「
審
査
の
透
明

性
が
損
な
わ
れ
る
」
と
の
懸
念
も

見
ら
れ
た
（
図
６
）。

　

電
子
処
方
箋
で
は
認
知
率
95
・

０
％
と
最
も
高
か
っ
た
が
、「
必

要
」
は
わ
ず
か
11
・
１
％
に
す
ぎ

ず
、「
不
要
」
44
・
３
％
と
否
定

的
な
回
答
が
多
数
を
占
め
た
（
図

７
）。
高
齢
患
者
の
対
応
や
操
作

負
担
、
導
入
コ
ス
ト
が
主
な
理
由

で
あ
り
、
最
も
抵
抗
感
の
強
い
分

野
と
な
っ
て
い
る

年
齢
層
で
異
な
る
Ｄ
Ｘ

制
度
へ
の
評
価

　

各
制
度
に
つ
い
て
の
年
齢
層
ク

ロ
ス
集
計
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

す
る
年
齢
層
ご
と
の
評
価
が
比
較

さ
れ
て
い
る
（
図
８
）。

　

全
体
と
し
て
、
若
年
層
ほ
ど

「
必
要
」
と
答
え
る
傾
向
が
強

く
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

「
不
要
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
で
も

な
い
」
と
の
回
答
が
増
加
し
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
診
療
報
酬
Ｄ
Ｘ
で

は
、
40
代
以
下
の
必
要
と
の
回
答

が
約
44
・
６
％
に
上
る
一
方
、
70

代
で
は
21
・
３
％
、
80
代
以
上
で

は
７
・
７
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
医

療
情
報
共
有
（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）
や
電
子

カ
ル
テ
標
準
化
で
も
同
様
に
、
60

代
を
境
に
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

「
不
要
」
が
過
半
を
占
め
る
よ
う

に
な
る
。

　

一
方
で
、
電
子
処
方
箋
に
つ
い

て
は
全
年
代
を
通
じ
て
否
定
的
な

傾
向
が
際
立
っ
て
お
り
、
80
代
以

上
で
は
「
不
要
」
が
５
割
を
超
え

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
開
業
医
ほ
ど
電

子
化
に
よ
る
効
率
性
よ
り
も
操
作

の
煩
雑
さ
や
患
者
対
応
へ
の
支
障

を
懸
念
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
結
果
は
、
Ｄ
Ｘ
に
対

す
る
温
度
差
が
世
代
間
で
明
確
に

存
在
し
、
現
行
の
一
律
義
務
化
方

針
が
高
齢
層
に
過
大
な
心
理
的
・

経
営
的
負
担
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
裏
づ
け
る
も
の
と
い
え
る
。

「
業
務
負
担
を
減
ら
す
Ｄ
Ｘ
」

を
最
優
先
に
求
め
る
声

　

「
今
後
ど
の
よ
う
な
医
療
Ｄ
Ｘ

を
優
先
し
て
進
め
る
べ
き
か
」
と

い
う
質
問
で
は
、「
業
務
負
担
を

減
ら
す
Ｄ
Ｘ
」
が
64
・
７
％
と
圧

倒
的
に
多
く
、「
医
療
安
全
・
質

向
上
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
」（
34
・
４

％
）、「
デ
ー
タ
共
有
・
活
用
の
た

め
の
Ｄ
Ｘ
」（
31
・
０
％
）
が
続

い
た
（
図
９
）。

　

こ
の
結
果
は
、
現
場
が
「
実
務

改
善
型
」
の
Ｄ
Ｘ
を
求
め
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
行
政
が
想
定
す
る
医
療
情
報

の
共
有
の
た
め
の
処
方
薬
情
報
や

カ
ル
テ
の
電
子
デ
ー
タ
化
と
そ
の

収
集
で
は
な
く
、
診
療
業
務
を
円

滑
に
し
、
医
療
の
質
を
上
げ
る
た

め
の
支
援
を
望
む
声
が
多
数
で
あ

る
。

「
任
意
・
支
援
型
の

Ｄ
Ｘ
」
を
求
め
る

　

保
団
連
が
２
０
２
４
年
１
月
に

決
定
し
た
基
本
要
求
で
は
、
医
療

Ｄ
Ｘ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
明
確
な

立
場
を
示
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｘ
は
現
場
や
患

者
に
と
っ
て
便
利
で
あ
れ
ば
自
然

に
普
及
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
が

強
制
す
る
性
質
の
も
の
で
は
な

い
。
導
入
を
進
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
国
の
責
任
で
十
分
な
財
政
支

援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
政
策
決
定
過
程
を
透
明

化
し
、
医
療
従
事
者
や
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
の
一
体
化

は
切
り
離
し
、
ア
ナ
ロ
グ
対
応
を

維
持
で
き
る
柔
軟
な
制
度
設
計
を

求
め
る
。
さ
ら
に
、
個
人
情
報
の

保
護
を
徹
底
し
、
本
人
同
意
を
原

則
と
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ

と
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

現
場
の
声
を
政
策
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に

　

今
回
の
調
査
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
が

「
便
利
な
改
革
」
で
あ
る
以
前

に
、
現
場
で
は
深
刻
な
経
営
・
運

用
の
負
担
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
現
実
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

多
く
の
医
療
機
関
が
、
制
度
の

目
的
そ
の
も
の
よ
り
も
「
導
入
コ

ス
ト
と
運
用
リ
ス
ク
」
に
目
を
向

け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

国
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
医

療
機
関
に
一
律
の
義
務
を
課
す
こ

と
で
は
な
く
、
現
場
が
安
全
に
、

そ
し
て
確
実
に
医
療
を
提
供
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

協
会
は
今
後
も
、
医
療
現
場
の

声
を
も
と
に
「
現
場
を
支
え
る
Ｄ

Ｘ
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

少し負担だが、
対応は可能
58.2%

影響は
ない
10.8%

大きな負担で、
閉院・廃業も検
討せざるをえな
いかもしれない
30.3%

無回答 0.6%

0
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30
40
50
60
70
80
90
（％）
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56.3％

74.0％

43.7％

54.2％

導
入
コ
ス
ト
や

維
持
費
の
負
担

シ
ス
テ
ム
障
害

時
の
対
応

操
作
習
得
・
人
材

確
保
の
困
難
さ

補
助
金
・
制
度

支
援
が
不
十
分

個
人
情
報
保
護
や

責
任
の
所
在
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6.6% 75.0% 18.4%

16.1% 69.6% 12.5%

14.8% 41.0% 42.6%

無回答大きな負担で、閉院・廃業も
検討せざるをえないかもしれない

少し負担だが、対応は可能影響はない

70代
（N=76）

60 代
（N=115）

50 代
（N=61）

40 代以下
（N=13）

どちらでもない
39.9%
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業務負担を
減らすDX

医療安全・質向上
のためのDX

データ共有・活用
のためのDX

患者サービス向上
のためのDX

全く必要ない

どちらでもない
41.8%

必要
31.3%不要

15.2%

無回答
11.8%

どちらでもない
34.1%

必要
32.5%不要

28.5%

無回答 5.0%

図１　 医療DXへの対応が、将来的に自
院・自身の診療継続に影響する
と感じますか

図３　DX対応で特に不安な点（複数選択可）

図５　 「医療情報共有（PHR）」
は必要だと思いますか

図７　電子処方箋は必要だと
思いますか　　

図８　各制度について（年齢層クロス）

図９　今後、どのような医療DXを優先して進めるべきだと
思いますか？（複数選択可）　　　　　　 　

図４　 「電子カルテの標準化」
は必要だと思いますか　

　　　　　

図６　 「診療報酬DX（請求・審
査電子化）」は必要だと
思いますか　　　　　　

図２　医療DXの診療継続への影響（年齢層クロス）
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70歳代
60歳代
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40代以下

80代以上
70歳代

60歳代

50歳代
40代以下

電
子
カ
ル
テ

標
準
化

診
療
報
酬

Ｄ
Ｘ

電
子
処
方
箋

医
療
情
報
共
有

（
Ｐ
Ｈ
Ｒ
）

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果

医
療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果

い
だ
。
電
子
カ

ル
テ
や
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
な

ど
、
国
が
推
奨

す
る
設
備
の
導

入
費
用
に
対

し
、
実
際
の
補
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嚥
下
に
関
す
る
仕
組
み
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
効
果
を
浦
長
瀬
先
生
が
解
説　

全
国
各
地
で
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
事
例
を

説
明
す
る
白
石
氏
（
奥
中
央
）　
　
　

災
害
時
に
役
に
立
つ
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
の

重
要
性
を
語
る
加
藤
氏　
　
　
　
　
　
　
　

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
10
月
11

日
、
三
田
市
・
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル

に
て
第
37
回
支
部
総
会
・
記
念
講

演
を
開
催
し
、
20
人
が
参
加
。
総

会
議
事
で
は
24
年
度
活
動
ま
と
め

と
新
年
度
活
動
方
針
案
を
承
認

し
、
支
部
役
員
お
よ
び
医
科
評
議

員
の
選
出
を
行
っ
た
。
神
鋼
記
念

病
院
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
の
浦
長
瀬

昌
宏
先
生
が
「
健
常
者
へ
の
嚥
下

障
害
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ

ー
マ
に
記
念
講
演
し
た
。
倉
澤
志

朗
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
２
５
年
10
月
11
日
に
開
催

さ
れ
た
北
摂
・
丹
波
支
部
記
念
講

演
に
参
加
し
、
嚥
下
機
能
の
重
要

性
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て
、
多
く

の
学
び
と
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
嚥
下

障
害
」
は
高
齢
者
や
病
気
に
よ
る

問
題
と
捉
え
が
ち
で
し
た
が
、
今

回
の
研
修
を
通
じ
て
、
健
常
者
の

段
階
か
ら
日
常
的
に
嚥
下
機
能
を

意
識
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
、
将
来
の
誤
嚥
性

肺
炎
の
予
防
に
直
結
す
る
こ
と
を

理
解
し
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
舌

骨
上
筋
群
を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
嚥
下
機
能
の
向
上
が
期
待
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
顎
周
囲
の
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
や
声
の
質
の
改
善
に

も
効
果
が
あ
る
と
い
う
点
で
す
。

こ
れ
は
見
た
目
や
声
と
い
っ
た
、

健
康
と
は
一
見
関
係
の
な
さ
そ
う

な
分
野
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
嚥
下
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
持
つ
多
面
的
な
効
果

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
の
講
義
で
は
「
そ
も
そ
も
嚥
下

と
は
ど
う
い
う
働
き
か
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
仕
組
み
に
も
立
ち
返

る
こ
と
が
で
き
、
解
剖
学
的
・
生

理
学
的
な
視
点
か
ら
も
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
食
べ
る

・
飲
み
込
む
と
い
う
動
作
は
無
意

識
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

加
齢
や
生
活
習
慣
の
影
響
で
少
し

ず
つ
機
能
が
低
下
し
て
い
く
こ
と

を
防
ぐ
に
は
、
や
は
り
早
期
か
ら

の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

　

今
回
学
ん
だ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

は
、
自
宅
で
も
無
理
な
く
取
り
組

め
る
も
の
が
多
く
、
自
分
自
身
の

健
康
維
持
の
た
め
に
取
り
入
れ
る

と
同
時
に
、
家
族
や
地
域
の
方
々

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
嚥
下

障
害
を
「
予
防
す
る
」
と
い
う
視

点
の
大
切
さ
、
そ
し
て
嚥
下
を
単

な
る
食
の
機
能
と
し
て
で
は
な

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
18

日
、
西
宮
市
プ
レ
ラ
ホ
ー
ル
に
て

第
45
回
支
部
総
会
・
市
民
公
開
講

演
会
を
開
催
し
、
会
員
・
市
民
ら

50
人
が
参
加
し
た
。
総
会
議
事
で

は
24
年
度
活
動
ま
と
め
と
新
年
度

活
動
方
針
案
を
承
認
し
、
医
科
評

議
員
の
選
出
を
行
っ
た
。
日
本
ト

イ
レ
研
究
所
代
表
理
事
の
加
藤
篤

氏
が
「
ト
イ
レ
で
困
る
人
を
減
ら

す
た
め
に
〜
災
害
時
に
も
安
心
で

き
る
ト
イ
レ
環
境
づ
く
り
〜
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
半
田
伸
夫

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

く
、
全
身
や
生
活
の
質
に
も
関
わ

る
大
切
な
働
き
と
し
て
捉
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

学
び
を
日
常
生
活
に
活
か
し
、
今

後
の
活
動
に
も
役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

【
三
田
市　

倉
澤　

志
朗
】

　

小
雨
交
じ
り
の
10
月
18
日
土
曜

日
、
標
記
市
民
公
開
講
演
会
に
参

加
し
た
。
講
師
は
日
本
ト
イ
レ
研

究
所
・
代
表
理
事
で
あ
る
、
加
藤

篤
氏
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
１
９
７

２
年
愛
知
県
の
お
生
ま
れ
で
、
１

９
９
６
年
芝
浦
工
業
大
学
を
卒
業

さ
れ
、
都
市
建
築
な
ど
に
興
味
を

持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
な
か
で

建
物
の
中
で
、
必
要
不
可
欠
の
最

小
単
位
で
あ
る
ト
イ
レ
に
興
味
を

持
ち
、
ト
イ
レ
と
、
排
泄
に
関
す

る
こ
と
を
専
門
に
し
よ
う
と
考
え

日
本
ト
イ
レ
研
究
所
を
立
ち
上

げ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
災
害
時
人
々
が
最
も
困

っ
て
い
る
こ
と
が
、
水
と
ト
イ
レ

で
あ
り
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
を
調
べ

る
中
で
、
加
藤
さ
ん
の
こ
と
を
知

っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

30
年
経
っ
て
、
ト
イ
レ
問
題
が
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
と
、
加

藤
さ
ん
の
話
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
結
果
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

残
念
な
こ
と

に
、
移
動
式
簡
易

ト
イ
レ
が
災
害
現

場
に
届
く
ま
で
、

最
低
３
日
、
へ
た

を
す
れ
ば
１
カ
月

か
か
る
。
そ
の
現

状
は
30
年
経
っ
て

も
あ
ま
り
進
展
が

見
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
避
難
所
の
ト

イ
レ
汚
染
の
問
題

は
、
昨
年
の
能
登

半
島
地
震
で
も
同

じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
普
及
や
、
災
害
用
ト
イ
レ
の
開

発
、
ト
イ
レ
車
の
開
発
な
ど
個
別

に
は
進
ん
で
は
い
る
。
し
か
し
仕

様
や
安
全
性
な
ど
の
核
と
な
る
部

分
の
情
報
共
有
が
で
き
て
い
な

い
。
市
町
村
や
企
業
な
ど
の
動
き

が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
震
災
の
た
び
に

ド
タ
バ
タ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。

　

加
藤
氏
は
、
避
難
所
や
家
庭
で

簡
易
ト
イ
レ
（
既
設
の
便
座
に
袋

を
入
れ
て
、
凝
固
剤
で
固
め
る
タ

イ
プ
）
を
一
日
４
回
、
３
日
分
を

人
数
分
備
蓄
す
る
こ
と
を
推
奨
し

た
。
ヒ
ト
は
だ
い
た
い
３
か
ら
４

時
間
で
も
よ
お
す
こ
と
が
多
く
、

か
つ
排
泄
物
の
上
に
排
泄
で
き
な

い
人
が
多
い
。
一
回
ご
と
に
処
理

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
こ
れ
を

一
般
常
識
と
し
て
徹
底
す
る
こ
と

で
、
ト
イ
レ
問
題
の
初
動
は
か
な

り
の
部
分
が
解
決
す
る
。
実
に
い

い
こ
と
を
聞
い
た
。
加
藤
氏
は
医

療
者
か
ら
ト
イ
レ
の
問
題
提
起
を

ど
し
ど
し
し
て
ほ
し
い
。
医
療
者

目
線
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要

だ
と
述
べ
て
い
た
。
移
動
ト
イ
レ

の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
も
一
緒

に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

き
わ
め
て
実
践
的
で
た
め
に
な

る
講
演
会
で
あ
っ
た
。

　

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

感 想 文

感 想 文

嚥
下
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

新
た
な
視
点

「
予
防
原
則
」に
基
づ
く
べ
き

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規
制

継
続
監
視
が
重
要

図　NO₂濃度上位ランキング
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災
害
時
の

ト
イ
レ
問
題
を
考
え
る

北
摂
・
丹
波
支
部　

第

北
摂
・
丹
波
支
部　

第
3737
回
総
会
・
記
念
講
演

回
総
会
・
記
念
講
演

ひ
ょ
う
ご
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ク
ラ
ブ　

総
会
・
記
念
講
演

ひ
ょ
う
ご
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ク
ラ
ブ　

総
会
・
記
念
講
演

２
０
２
５
年
空
気
の
汚
れ
全
県
調
査
結
果

２
０
２
５
年
空
気
の
汚
れ
全
県
調
査
結
果

西
宮
・
芦
屋
支
部　

第

西
宮
・
芦
屋
支
部　

第
4545
回
支
部
総
会
・
市
民
公
開
講
演
会

回
支
部
総
会
・
市
民
公
開
講
演
会

　

協
会
も
参
加
す
る
ひ
ょ
う
ご
Ｅ

Ｃ
Ｏ
ク
ラ
ブ
は
、
10
月
２
日
に
東

灘
区
内
に
お
い
て
総
会
を
開
催
し

た
。
開
会
に
あ
た
り
、
協
会
環
境

・
公
害
対
策
部
長
の
森
岡
芳
雄
先

生
が
代
表
世
話
人
と
し
て
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。
総
会
で
は
、
方
針

案
お
よ
び
会
計
報
告
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
規
則
改
正
に
つ
い
て
は
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
兵
庫
民
医
連
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

白
石
紀
代
子
氏
を
講
師
と
し
て
招

き
、
13
人
が
参
加
し
た
。
白
石
氏

は
、
日
本
お
よ
び
海
外
に
お
け
る

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）
の
規
制
状
況
や
、
国
内
外
の

汚
染
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

事
例
と
し
て
、
兵
庫
県
明
石
川

で
は
産
業
廃
棄
物
処
分
場
を
原
因

と
す
る
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大

阪
府
摂
津
市
で
は
ダ
イ
キ
ン
工
場

を
背
景
と
し
た
地
下
水
汚
染
が
進

行
し
、
２
０
０
９
年
の
段
階
で
健

康
被
害
が
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
職
員
へ
の
健
康
診

断
結
果
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。

　

さ
ら
に
、
岡
山
県
吉
備
中
央
町

で
は
、
２
０
０
８
年
に
ダ
ム
上
流

に
放
置
さ
れ
た
大
量
の
活
性
炭
が

原
因
で
住
民
か
ら
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
事

実
は
２
０
２
３
年
ま
で
伏
せ
ら
れ

て
い
た
。
沖
縄
で
も
高
濃
度
汚
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
米
軍
基

地
へ
の
立
ち
入
り
調
査
が
実
施
さ

れ
ず
、
汚
染
源
の
特
定
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
行
政
に
よ
る
調
査
や

規
制
は
十
分
に
進
ま

ず
、
事
実
上
放
置
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

白
石
氏
は
、
日
本
で

は
来
年
４
月
か
ら
水
道

法
上
の
水
質
基
準
値
が

定
め
ら
れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ

い
て50ng/L

と
さ
れ

た
も
の
の
、
約
４
７
０

０
種
類
以
上
あ
る
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
う
ち
規
制
対
象

は
依
然
と
し
て
こ
の
２

物
質
に
限
ら
れ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。
さ
ら

に
、
公
共
用
水
や
地
下

水
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
規
制
基
準
は
な

く
「
指
針
値
」
に
と
ど
ま
り
、
法

的
拘
束
力
を
持
た
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、

公
費
に
よ
る
血
液
検
査
も
政
府
は

「
十
分
な
知
見
が
な
い
」
と
し
て

推
奨
し
て
お
ら
ず
、
被
害
の
実
態

把
握
が
進
ま
な
い
現
状
を
「
被
害

の
放
置
」
と
厳
し
く
非
難
し
た
。

　

さ
ら
に
同
氏
は
、
日
本
政
府
が

「
科
学
的
に
因
果
関
係
が
証
明
さ

れ
な
い
限
り
規
制
措
置
を
取
ら
な

い
」
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
欧
米
諸
国
で
は
「
予

防
原
則
」
に
基
づ
き
、
科
学
的
な

因
果
関
係
が
完
全
に
立
証
さ
れ
て

い
な
く
と
も
規
制
を
行
う
考
え
方

が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
、

日
本
も
こ
の
考
え
方
を
採
る
べ
き

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
西
区
の
学

校
の
水
道
水
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検

出
さ
れ
、
３
２
０
世
帯
・
約
１
０

０
０
人
が
水
道
を
使
用
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
の
責

任
は
重
大
で
は
な
い
か
」
と
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

　

今
年
６
月
に
実
施
し
た
、
県
内

各
地
の
大
気
中
二
酸
化
窒
素
（
Ｎ

Ｏ
２
）
濃
度
測
定
調
査
（
空
気
の

汚
れ
調
査
）
結
果
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
協
会
を

含
む
県
内
の
公
害
・
環
境
関
連
団

体
が
91
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

会
員
医
療
機
関
か
ら
２
７
０
個

の
サ
ン
プ
ル
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
調
査
に
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
の
調
査
結
果
分
で
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
環
境
基
準
（
国
の
旧
環
境
基

準
）
以
上
で
あ
る
窒
素
酸
化
物
濃

度
（
Ｎ
Ｏ
X
）
20
ｐ
ｐ
ｂ
以
上
が

測
定
さ
れ
た
観
測
地
点
は
２
７
０

カ
所
中
29
カ
所
で
し
た
。
前
回
が

２
９
１
カ
所
中
62
カ
所
で
あ
っ
た

の
と
比
べ
る
と
改
善
し
た
か
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
今
回
、
前
半

日
は
雨
模
様
で
し
た
の
で
、
そ
の

こ
と
が
結
果
に
大
き
く
影
響
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
留
意
が
必
要

で
す
。

　

国
の
旧
環
境
基
準
を
超
え
た
観

測
地
点
の
多
く
は
神
戸
市
東
灘

区
、
垂
水
区
、
芦
屋
市
、
明
石

市
、
尼
崎
市
や
阪
神
間
で
、
特
に

主
要
幹
線
道
路
の
近
く
で
高
い
数

値
が
出
て
い
ま
し
た
。
通
学
路
の

歩
道
橋
で
極
め
て
高
い
値
が
検
出

さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
さ
ら

な
る
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
運
動
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
は
使
用
量
の
確
保
の
目

途
も
立
た
ず
、
新
た
な
窒
素
酸
化

物
の
発
生
源
に
も
な
り
、
さ
ほ
ど

効
果
も
期
待
で
き
な
い
ア
ン
モ
ニ

ア
混
焼
や
不
確
実
で
不
安
定
な
Ｃ

Ｏ
２
回
収
地
下
貯
留
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
な
ど
の
排
出
削
減
対

策
を
唱
え
、
石
炭
火
力
発

電
、
ガ
ス
火
力
発
電
を
使

い
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
続
け
る
た
め
に
も
、
空

気
中
の
Ｎ
Ｏ
２
測
定
・
監

視
を
継
続
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
回
の
「
空
気
の
汚
れ

全
県
調
査
」
は
、
２
０
２

６
年
６
月
11
日
〜
６
月
12

日
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
調
査
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
・
公
害
対
策
部
長　
　

森
岡　

芳
雄
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総
裁
選
挙
前
の
石
破
首
相
に

は
期
待
し
た
。
し
か
し
就
任
直

後
、
総
裁
選
の
討
論
で
否
定
し

て
い
た
解
散
総
選
挙
を
す
ぐ
施

行
し
た
こ
と
か
ら
、
彼
に
対
す

る
信
頼
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
後
日
国

会
で
、「
公
約
は
す
べ
て
守
る

も
の
で
は
な
い
」
な
ど
と
発
言

し
、
そ
の
印
象
を
助
長
し
た
。

　

そ
の
後
の
任
期
一
年
で
は
、

「
一
般
財
源
で
あ
る
消
費
税
が

す
べ
て
社
会
保
障
に
な
る
」
や

「
日
本
の
財
政
状
況
は
ギ
リ
シ

ャ
以
下
」
な
ど
と
発
言
し
質
問

さ
れ
て
も
論
理
的
な
議
論
は
さ

れ
な
か
っ
た
。

　

７
月
の
参
議
院
選
挙
の
争
点

で
あ
っ
た
消
費
税
減
税
や
２
万

円
の
給
付
、
１
７
８
万
円
の
壁

な
ど
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
？　

選
挙
の
た
め
だ
け
の

議
論
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
の
１
年
間
で
、
ど
ん
ど
ん
国

民
が
政
治
に
興
味
を
失
っ
て
い

く
い
く
の
を
体
感
す
る
。

　

私
は
、
石
破
首
相
は
歴
代
最

悪
の
首
相
で
あ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
国
民
か
ら
評
価
を
受
け

る
た
め
に
、
彼
に
で
き
た
こ
と

が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
首
相

退
任
と
同
時
に
議
員
も
や
め
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

首
相
経
験
者
と
い
う
肩
書
で

現
首
相
を
後
ろ
か
ら
操
作
し
て

い
る
日
本
の
古
い
シ
ス
テ
ム
を

変
更
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
石
破
首
相
が
議

員
ま
で
辞
め
る
こ
と
で
こ
の
古

い
政
治
体
制
を
改
善
で
き
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
で
き
れ

ば
彼
は
日
本
の
政
治
史
に
名
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

員員

稿稿

会

投

西宮市　　伊賀　幹二

石破首相の
 この一年

　

旧
制
中
学
３
年
生
の
２
学
期
か

ら
勤
労
動
員
で
、
学
校
で
の
授
業

が
な
く
な
っ
た
。
４
年
生
の
８

月
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
授
業
が
再

開
し
た
。
英
語
は
私
に
と
っ
て
手

こ
ず
る
科
目
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん

ど
の
単
語
は
字
引
き
が
必
要
で
あ

り
、
手
間
の
か
か
る
こ
と
、
お
び

た
だ
し
か
っ
た
。

　

同
級
生
に
秀
才
の
岩
垂
君
が
い

た
。
彼
は
い
つ
も
コ
ン
サ
イ
ス
の

辞
書
を
片
手
に
持
っ
て
、
英
語
を

暗
記
し
て
い
た
の
に
驚
い
た
。

　

進
学
し
て
旧
制
高
校
の
高
知
高

　

歯
に
被
せ
物
を
す
る
場
合
、
有

史
以
来
ゴ
ー
ル
ド
が
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
保
険
導
入
す
る
に
当

た
り
、
金
合
金
で
は
高
価
過
ぎ
る

の
で
金
の
含
有
量
を
12
％
に
減
ら

し
て
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
に
置
き
換
え

た
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
略
し

て
金
パ
ラ
）
を
使
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
袋
30
ｇ
単
位
で
購
入
す
る
の

で
す
が
、
90
年
代
中
頃
は
最
安
値

の
上
、
消
費
税
３
％
で
し
た
の

で
、
税
込
８
０
０
０
円
程
度
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
11
／
４
現
在
、
消

費
税
10
％
込
で
、
13
万
５
３
０
０

円
で
す
。
な
ん
と
、
16
・
９
倍
！

校
に
入
っ
た
と
き
、
後
年
静
岡
テ

レ
ビ
の
社
長
に
な
ら
れ
た
中
平
氏

が
先
輩
で
お
ら
れ
、「
英
語
の
教

科
書
は
何
を
使
っ
て
い
る
の
か
」

と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
「
サ
ン
ダ
ウ

ン
・
ジ
ム
」
と
答
え
た
ら
、「
あ

れ
な
、
面
白
い
だ
ろ
う
」
と
返
事

が
来
た
。
授
業
以
外
に
英
語
の
本

を
読
む
方
が
お
ら
れ
た
の
で
驚
い

た
。

　

そ
こ
で
「
一
度
読
ん
で
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
よ
」
と
申
し
た
と
こ

ろ
、
あ
る
日
、
野
球
の
練
習
が
終

わ
っ
た
後
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た

　

被
せ
物
の
金
属
代
だ
け
で
、
保

険
点
数
を
食
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
の
で
、
被
せ
物
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
大
赤
字
で
す
。

　

そ
の
上
、
歯
科
医
院
は
技
工
料

と
金
属
代
を
始
め
、
材
料
費
や
光

熱
費
な
ど
な
ど
、
全
て
の
経
費
に

消
費
税
を
支
払
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
患
者
さ
ん
か
ら
消
費
税
を
頂

け
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
そ
の
分
、
保
険
点
数
ア

ッ
プ
で
対
応
し
た
と
言
い
ま
す

が
、
２
年
毎
の
改
正
で
、
わ
ず
か

０
・
数
％
で
、
年
０
・
５
％
未

満
！

　

物
価
上
昇
率
に
も
追
い
つ
き
ま

せ
ん
。
消
費
税
は
そ
の
ま
ま
赤
字

で
す
。

　

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
消
費
税

を
頂
け
な
い
輸
出
企
業
に
は
11
兆

７
千
億
円
も
還
付
し
て
い
る
の

に
、
医
療
と
介
護
に
は
０
円
。

　

で
す
の
で
、
参
院
選
の
自
民
党

以
外
の
政
党
の
公
約
で
あ
っ
た
消

費
税
廃
止
、
も
し
く
は
消
費
税
減

税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
を
求
め
ま

す
。

　

20
年
６
月
に
チ
タ
ン
が
保
険
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大

臼
歯
Ｃ
ｒ
と
前
歯
部
の
レ
ジ
ン
前

装
冠
、
ど
ち
ら
も
単
独
冠
の
み

で
、
ブ
リ
ッ
ジ
に
は
使
え
ま
せ

ん
。
そ
の
上
、
鋳
造
の
み
で
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
方
式
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

チ
タ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
ア

レ
ル
ギ
ー
性
が
最
も
低
い
金
属
、

②
軽
い
、
③
強
度
が
強
く
薄
く
で

き
る
の
で
、
歯
を
削
る
量
を
減
ら

せ
る
、
④
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
適
応

す
る
ほ
ど
、
生
態
親
和
性
が
良

好
。
⑤
サ
ビ
（
酸
化
物
）
も
安
定

し
て
い
る
上
に
生
態
親
和
性
が
良

い
、
⑥
グ
ラ
ム
当
た
り
税
込
約
50

円
と
安
価
（
金
パ
ラ
は
４
５
１
０

円
な
の
で
、
体
積
換
算
す
れ
ば
、

１
／
１
０
０
以
下
で
す
）。

　

で
す
の
で
、
保
険
で
イ
ン
レ
ー

以
外
ブ
リ
ッ
ジ
も
含
め
、
金
パ
ラ

で
で
き
る
こ
と
を
チ
タ
ン
の
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
可
能
に
す
れ
ば
、

①
国
民
の
健
康
に
寄
与
で
き
る
、

②
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
③
歯
科
医
院
の
赤
字
を
削
減

で
き
る
、
④
チ
タ
ン
用
の
機
械
を

作
る
メ
ー
カ
ー
の
収
益
が
増
え
る

（
法
人
税
が
入
っ
て
税
収
が
増
え

る
）
四
方
い
い
こ
と
ず
く
め
な
ん

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
チ
タ
ン
は
、
①
鋳

造
操
作
が
非
常
に
難
し
い
、
②
鋳

造
の
機
械
が
６
０
０
万
円
と
高

価
、
③
鋳
造
の
要
ら
な
い
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
機
械
は
１
２
０
０

万
円
と
、
さ
ら
に
倍
高
価
、
④
チ

タ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
削
り
出
す
、
高

価
な
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ド
リ
ル
が
た

く
さ
ん
必
要
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
高
い
）。

　

で
す
の
で
、
歯
科
技
工
士
さ
ん

だ
け
が
、
高
額
な
投
資
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の

上
、
イ
ン
ボ
イ
ス
で
、
個
人
経
営

の
技
工
所
は
倒
産
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
国
会
議
員
の
皆
さ

ん
、
技
工
士
さ
ん
を
、
補
助
金
と

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
で
助
け
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
五
方
い
い
こ

と
ず
く
め
と
な
り
ま
す
。

　

①
保
険
の
適
用
拡
大
！
金
パ
ラ

で
で
き
る
こ
と
を
、
チ
タ
ン
の
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
方
式
で
可
能
に
。

　

②
技
工
士
さ
ん
へ
の
支
援
！

　

③
消
費
税
廃
止
！

　

少
な
く
と
も
、
消
費
税
減
税
と

イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
！

　

ぜ
ひ
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

の
だ
が
…
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
書
き
取
る
の
に
大
苦
労
と
な

っ
た
。
一
時
間
く
ら
い
翻
訳
し
て

い
た
だ
き
、
な
か
な
か
の
名
訳
で

感
心
し
な
が
ら
、
必
死
で
書
き
取

っ
て
い
た
。

　

一
学
期
分
は
十
分
の
量
で
あ
っ

た
。
授
業
で
指
名
さ
れ
、
間
違
わ

な
い
よ
う
に
上
手
に
先
輩
の
翻
訳

を
読
ん
だ
。
あ
ま
り
の
名
訳
な
の

で
、
ク
ラ
ス
の
連
中
は
驚
い
て
こ

ち
ら
を
見
て
い
た
。
先
生
も
眼
鏡

を
外
し
て
こ
ち
ら
を
見
ら
れ
、
逆

に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
な
と
思

い
な
が
ら
座
っ
た
。
以
後
質
問
が

来
る
は
来
る
は
で
大
変
な
目
に
、

翻
訳
を
見
せ
て
難
を
逃
れ
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
臨
床
に
行
か

ず
、
生
理
学
教
室
の
門
を
た
た
い

た
。
あ
る
日
先
輩
か
ら
、
７
ペ
ー

ジ
の
論
文
を
読
め
と
い
た
だ
い

た
。
１
日
１
ペ
ー
ジ
ず
つ
読
め
ば

一
週
間
で
読
め
る
な
と
考
え
て
い

た
ら
、
３
日
後
に
読
ん
だ
か
と
聞

か
れ
、「
ま
だ
３
日
目
で
す
よ
」

と
返
事
を
し
た
ら
、「
な
に
、
３

日
か
か
っ
て
ま
だ
読
ん
で
い
な
い

の
か
？
」
と
驚
い
て
お
ら
れ
た
。

う
か
つ
に
も
先
輩
は
何
を
驚
い
て

お
ら
れ
る
の
か
と
驚
い
た
。

　

し
ば
ら
く
教
室
の
様
子
を
眺
め

て
い
た
ら
、
皆
さ
ん
昼
食
後
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
今
さ
っ
き

読
ん
だ
論
文
で
は
、
と
説
明
さ
れ

て
お
ら
れ
、
レ
ベ
ル
の
差
が
大
き

い
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

　

ま
た
夜
８
時
こ
ろ
、
須
田
教
授

が
あ
る
研
究
生
を
呼
ば
れ
デ
ー
タ

を
見
せ
ろ
と
仰
せ
ら
れ
、
し
ば
ら

く
見
た
後
、
少
し
預
か
る
と
お
持

ち
帰
り
に
な
っ
た
。
翌
朝
９
時
に

助
手
さ
ん
を
呼
ば
れ
「
こ
れ
を
タ
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◆支払基金　歯科審査情報提供事例・2025年９月29日付新規
　支払基金の審査情報提供事例は、審査の透明性を高め、審査の公平・公正性に対する
関係方面からの信頼の確保を目的に、一般的取り扱いとして公表されています。なお、
個別の審査で画一的、一律的に取り扱われるものではないことをご留意ください（その
他の事例は支払基金HPでご確認ください）。

257　初期う蝕早期充填処置（シーラント）④
○取り扱い：原則として、う蝕歯即時充填形成（充形）を行った月の翌月以降における
同一歯に対するシーラントの算定を認める。
○取り扱いを定めた理由：充形を行った後、歯の状態の変化等によって、臨床上、同一
歯の他歯面にシーラントを行う場合がある。
○留意事項：充形からシーラントまでの期間等診療状況が不明な場合には、必要に応じ
て医療機関に対して照会を行い、個々の症例により判断する必要がある。
258　う蝕歯インレー修復形成（修形）③
○取り扱い：原則として、知覚過敏処置を実施し、後日、同一歯に対して、非金属歯冠
修復「レジンインレー」または「CAD/CAMインレー」を装着する場合の修形の算定を
認める。
○取り扱いを定めた理由：歯の根面に知覚過敏が生じ、歯冠部にう蝕が生じる等の歯の
状態により、同一歯に対して、知覚過敏処置を実施した後、別の日にレジンインレーま
たはCAD/CAMインレーを装着する必要があり、修形を行う場合がある。

◆歯科用貴金属告示価格12月から引き上げ！高騰に追い付かず！
　「歯科鋳造用12％金銀パラジウム合金」の2025年12月１日随時改定では、１gあたり
3,802円で、前回（3,445円）から357円（10.4％）の引き上げとなり、30g換算で114,060円
となり、現行の103,350円から10,710円の引き上げです。
　例：金パラ大臼歯FMC1,672点→1,797点（＋125点）。
　しかしこれは2025年７月から９月までに取引された素材の平均価格がもとになってお
り、直近の金価格の急激な高騰は今回反映されません。協会・保団連は緊急改定、財政
措置を厚労省に強く要望しています。改定点数は11月25日付全国紙に掲載、点数早見表
冊子は12月月刊保団連に同封して全歯科会員にお送りします。

イ
プ
で
打
っ
と
い
て
」
と
言
わ
れ

て
お
部
屋
に
帰
ら
れ
た
。
見
る

と
、
昨
夜
の
資
料
か
ら
一
本
の
英

語
の
論
文
が
完
成
し
て
い
た
。
あ

っ
け
に
取
ら
れ
て
い
た
ら
、
助
手

先
生
が
「
何
を
ぼ
ー
っ
と
し
て
い

る
の
よ
、
相
手
は
プ
ロ
よ
」
と
の

た
ま
っ
た
。
ま
ね
で
き
な
い
な
と

思
い
、
こ
ち
ら
の
語
学
力
の
お
粗

末
な
こ
と
を
さ
ら
し
て
し
ま
っ

た
。

　

後
年
、
昭
生
病
院
の
抄
読
会
で

本
を
印
刷
す
る
こ
と
に
な
り
、
出

浦
先
生
に
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た

ら
、
全
部
に
目
を
通
し
て
訂
正
・

注
意
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

本
を
見
ら
れ
た
先
輩
は
「
出
浦
先

生
の
校
閲
を
受
け
ら
れ
た
の
な
ら

安
心
だ
ね
」
と
言
わ
れ
、
返
事
の

仕
方
が
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。

　

今
は
も
う
英
語
の
本
と
は
縁
が

切
れ
、
論
文
を
書
く
ど
こ
ろ
か
、

無
縁
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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第２１１８号 （６）２０２５年(令和７年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

－780－
尼崎だいもつ病院　総合診療科・副院長 瀧本　　裕先生講演

認知症診療の実際とアプローチ

認知症診断の４ステップ
　認知症は日常生活に支障をきたす
症状であり、診断には病歴、問診、
身体診察、神経心理検査、脳画像検
査が重要である。
　まずは認知症診断の４ステップを
以下に挙げる。
１．病歴聴取：患者の生活状況をよ
く知る家族や周囲の人から詳細に聴
取することが重要である。病歴が正
確であれば、診察前に認知症の存在
を確信できる場合がある。注意点と
して、本人にもの忘れの有無を深く
問うことは控えた方がよい。また、
本人を前にして家族にばかり質問す
ると、本人の機嫌を損なうことがあ
るので気をつけておく。ただ、認知
症診断には生活障害の有無が重要だ
が、絶対的な基準は存在しない。年
齢、性別、生活環境によって評価が
異なることに留意する。例えば、50
代の男性が携帯電話を使えなくなる
のは病的かもしれないが、80代の独
居高齢者が最新型の家電を使えない
のは病的ではない。したがって、生
活能力の評価には個別の質問が必要
となる。
２．問診・診察：年齢や季節、最近
の出来事などを尋ねることで認知症
の兆候を探る。言い訳や取り繕い、
家族への助けを求める態度（振り返
り徴候）も診断のヒントになる。
３．神経心理学的検査：多忙な外来
診療の間で行うことは容易ではない
こともあるが、その場合はスクリー
ニングとしてMini-cogを使用すると
よい。なお、HDS-RやMMSEなどの
神経心理学的検査は補助的な役割で
あると考えておく。そして、総合点
よりも各項目の失点に着目する。軽
度認知障害の検出にはMOCA-Jを勧
める。単一の検査結果だけで診断す
るのは危険で、複数の検査を組み合
わせるべきである。以下に、各検査
の特徴などを挙げる。
・Mini-cog
　 特徴：簡便で短時間で実施可能な
スクリーニングツール

　 評価項目：３語の即時再生、時計
描写、３語の遅延再生。

　 利点：短時間で実施可能であり、

特別な訓練が不要
　 欠点：詳細な認知機能の評価には
不向。
・ HDS-R（改訂長谷川式簡易知能評
価スケール）
　 特徴：日本で広く使用されている
認知症評価ツール
　 評価項目：30点満点で、３物品の
遅延再生、単語の列挙など 。
　 利点：日本の文化に適しており、
アルツハイマー型認知症や血管性
認知症の可能性を示唆することが
できる
　 欠点：他の評価ツールと比較し
て、やや時間がかかる
・ MOCA-J（Montreal Cognit ive 
Assessment）
　 特徴：軽度認知障害（MCI）のス
クリーニングに有効
　 評価項目：30点満点で、25点以下
がMCIの可能性を示唆 
　 利点：HDS-RやMMSEよりも糖尿
病患者の認知機能障害を見出すこ
とができる
　欠点：実施には一定の訓練が必要
・CDR（臨床的認知症尺度）
　 特徴：認知症の重症度を評価する
ためのツール
　 評価項目：趣味、社会活動、家事
などの日常生活の状態から評価 
　 利点：国際的に広く活用されてお
り、本人だけでなく家族からの情
報も基に評価する
　 欠点：実施には時間がかかり、詳
細な問診が必要
４．脳画像検査：CTやMRIは器質的
疾患の除外が目的であり、認知症の
有無を判断する手段ではないことに
留意する。CT、MRIや臨床経過での
判断が困難な場合や、早期診断や型
の鑑別のためにSPECTやFDG-PETで
機能面を評価する。病理的確証が必
要な場合はアミロイドPETやタウ
PET（研究や一部特殊ケース）を行
うことも近年は増加している。

認知症の種類と
治療可能な認知症
　さて、認知症には主にアルツハイ
マー型、血管性、レビー小体型、前
頭側頭葉型があるが、治療可能な認
知症（正常圧水頭症、慢性硬膜下血

腫、甲状腺機能低下症など）もあ
る。この治療可能な認知症を早期に
診断するのは、まさに初療医の腕の
見せ所ではないだろうか。
　認知症のリスク要因には教育、難
聴、高血圧、肥満、喫煙、うつ病、
社会的孤立、運動不足、糖尿病、過
度の飲酒、頭部外傷、大気汚染が含
まれ、これらを改善することで認知
症の予防効果が期待される。

認知症予防のための
リハビリテーション
　認知症の予防アプローチとして、
具体的な主なリハビリテーションを
４つ紹介する。
１．回想法：デジタル回想法（パソ
コンやスマートフォンのデジタル端
末で、認知症患者の故郷、趣味、過
去に訪れた旅行先などを検索して画
像を供覧しながら語り合う）が記憶
の想起を促す可能性があり、認知機
能およびBPSDの改善に繋がるとさ
れている。
２．認知刺激療法：現実見当識訓練
（RO）が有効とされており、見当
識障害の人に「今」を伝えることが
重要である。例えば、「今は６月15
日の午前９時です。爽やかな天気で
すよ」などと患者に声をかけること
が、見当識を意識させる契機になる
と思われる。ちなみに、認知機能低
下が顕著で回答することが困難な患
者に対して、質問攻めにすることは
逆効果である。
３．認知リハビリテーション：日付
の確認や季節の話題、ゲームや回想
法、作業療法、学習などが行われる。
４．音楽療法：受動的音楽療法と積
極的音楽療法の２つのアプローチが
ある。受動的音楽療法はリラクゼー
ションや回想音楽療法を目的に用い
られ、焦燥性興奮、行動障害、不安
を改善させる効果が示されている。
積極的音楽療法では、患者が歌唱、
楽器演奏、ダンスを行い、肯定的感
情の喚起や自信の向上を目的として
いる。

軽度認知障害（MCI）の
診断と対応
　さて次に、MCIの診断基準と課題

について説明する。MCIは、認知機
能の低下があるが認知症の診断基準
を満たさない状態である。Petersen
らやNIA-AAによる診断基準では、
記憶障害を中心に、複雑な生活動作
に軽度の支障があることが含まれ
る。臨床的課題としては、①診断基
準が抽象的で、検査方法によって結
果が異なる。②実際には認知症に進
展している患者がMCIと診断される
ことが多い。③医師の裁量による診
断のばらつきがある、ことが挙げら
れる。MCIは以下の３つに分類され
る。①Amnestic MCI（記憶障害が
中心）、②Multidomain MCI（複数の
認知領域に軽度の障害）、③Single 
nonmemory domain MCI：記憶以外
の単一領域に障害。なお、背景疾患
の検索も重要で、Amnestic MCIで
はアルツハイマー型認知症の前駆状
態が疑われる。
　ところで現時点では、MCIから認
知症への進行を予防する有効な薬物
療法は確立されていない。非薬物療
法（運動、食事など）も有効性は示
唆されるが、十分なエビデンスはな
いのが実情である。
　また、臨床的に診断が困難な場合
があるが、その際の適切な対応とし
ては、①経過観察を重視し、半年～
１年後の再診を勧める。②病態に応
じて説明し、困ったときに受診する
よう促す。③MCIと診断された場合
でも、生活障害が目立つようになれ
ば認知症と診断し直す。そして認知
症診断は、初回診断が絶対的診断名
ではないことに留意しつつ、医学的
診断よりも患者・家族が何に困って
いるかを把握し、まずは環境調整な
どで支援する姿勢が重要と考える。
　軽度認知障害や軽度認知症は診断
が非常に難しく、診断基準も抽象的
で曖昧な部分が多い。そのため、診
断には時間をかけた病歴聴取と問診
・診察が重要であり、神経心理学的
検査や画像検査はあくまでも補助的
に用いるべきである。診断が困難な
場合には、経過観察と患者・家族へ
の支援を重視することが求められ
る。
 （７月19日、薬科部研究会より）

お問い合わせは共済部「保険医年金」担当（☎078－393－1805)まで
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